
の考え方の方が現実的で,大都市内部の大規模な

住宅団地に田園都市の理念を生かそうとするもの

である.ニューヨークのイース ト1)バーのルーズ

ベル ト島に建設中のニュータウンは,今後の大都

市整備の中に田園都市の理念を生かしてゆくひと

つの事例として注目してよいであろう.

都市内部地域の整備に関しても,従来のような

大規模な再開発でなく,既存の街の個性をなるベ

く生かす形で,住民が定着できる町づくりをめざ

す修復 "(リ-ビリテ-ショソ)"が主流に な ろ

うとしている.イギリスの都市では,住民を主人

公にした新しい町づくりがより強化されようとし

ていると見てよいであろう.

BritishTowns- thestatusquo-

NoboruINOUCHI

ヨー ロッパの旅

1980年夏,高校地理教師を対象とする世界地理

研究会主催の中国ヨーロッパの旅に参加した.コ

-スは北京からイスタンブール, ミラノを経てス

イス,東西 ドイツ,､ノルウェー,フランスと延べ

13国,毎日が課題つきの超過密の23日の旅であっ

た.この中から次の3点を中心にスライ ドを編集

してみた.

イスタンプ-ル

ボスポラス海峡をはさんで広がる活気に満ちた

国際的商業都市,モスクと尖塔が聾え,コーラン

の響きが聞こえるイスラムの街で, トプカブ宮殿,

ブルーモスクがオスマン帝国の栄華を物語るのに

対し,長くイスラム寺院とされていた聖ソフィア

寺院では近年漆喰の下から壁面一杯にキリストの

モザイク画が現れ,1453年オスマンに滅ぼされる

迄の東ローマ帝国千年の歴史が息づいている.冒

抜き通 りをまたぐ水道橋,城壁にも1600年にわた

り首都として君臨した街の風格がある.現在はボ

スポラス橋の完成で小アジアと陸続きになり果樹

地帯には工場が進出し,広場には トルコの父アタ

チュルクの像が立ち,新しい国造 りがめざましい｡

アジアとヨーロッパ,イスラムとキ1)ス ト教,長

い歴史と現在が融合し混沌とした魅力をもつ街で

あった.

スイス ･ノルウェーの永河

シソプロソ峠越えで入ったアルプスではツェル

金 子 晶 子

マットから快晴のもと3130mのゴルナダラートに

上る.眼の前には最高峰のモソテローザをはじめ

ブライ トホルン,マック-ホルンとパ リスアルプ

スの雄大な360度の/i/ラマが 展開しカール,求

河,モレーンと氷河地形のテキストでもみるよう

だ.急壁を下 り眼下のゴルナグラート氷河 (14.1k

m)上に立つ.羊背岩,モレーンが迫 りクレバス

から覗きこんだ碧氷の色が印象的だった.氷食谷

上の段丘や崖錐,懸谷に喜び,U字谷をローヌの

源流に上る.絶壁にローヌ氷河の末端が垂れ下 り

圧巻,反対側にはラインの源流とフルカ峠付近が

分水嶺である.

ノルウェーではオスロからスカンジナビア山脈

を鉄道最高点フィソセ駅(1222m)で越え,ベルゲ

ンにむかう.車窓に展開する針葉樹林と氷河湖,

氷河もスイスの山岳氷河とは異 り山頂を覆 う平坦

な大陸氷河となる.沿線の周氷河地形を見つ Uゝ

字谷を下 り世界最大のソグネフィヨル ドの湾奥に

到着.ヴエルム氷期時の海面上昇でできたフィヨ

ル ドの狭い支流の船旅,垂直な崖からは滝が一気

に落下する.6lONという高緯度の初経験,外気温

70C肌寒い. オランダへの磯上からも大陸氷の

フォルゲ氷河をみる.氷河を満喫する旅であった.

∃-口.･Jパでみた農牧業

スイスのパ リス山村では石と木造を組み合わせ

たゴタル ト式農家の並ぶ本村から中腹のマイエソ

ザス,アルプ-と三段式経営の移牧なのに対し,

- 32 -



低山性のシュパルツバル トでは庇の大きい曲が り

屋風の孤立荘宅が点在し,牧草や麦塀を栽培し肉

牛を放牧している.続 くライン地溝帯は恵まれた

日照を利用し,平坦なフランスとは異 った斜 面

利用のぶどう畑が広が り甘味の少ない ドイツの白

ワインの主産地である.西独東部から東独への構

造平野では小麦,燕麦,ビート,馬鈴薯等の大区

画の畑が広が りサイロをもつ農家が散見 混合農

業地帯が広がる.同じ混合農業でも東独に入ると

集団農場の経営で畑の区画は更に大きく,農業磯

械での作業風景が見られたが肥料に自然の人糞を

スプリンクラーで与えていた.畜産 ･農業部門か

らなる平均的集団農場 (豚 5千,牛2千,耕地 5

千ba)を訪問したが,生活には満足し有利な公定

価格の為自由市場のない点が他の社会主義国に比

べ興味深かった･オランダではアムステルダム北

部の園芸地域と世界 1のアールスミア生花中央市

場を見学,その規模の大きさにオランダの園芸農

業の地位を感じる･反面,ゾイデル海締切 り大堤

防見学の途上,ポルダーは殆んど牧場で,草をは

む乳牛の多きに,農家は安易に政府に保障される

酪農を求め,その結果が"バターの山,牛乳の海"

といったECの問題を換起していくのだと痛感す

る.

本稿は,1982年1月23日,お茶の水地理談話会での発

表要旨である.

(8回生 東京女学館高校)

ヨー ロッパの旅か ら- ボル ドーー

1981年 7月から8月にかけて,28日間のヨーロ

ッパ旅行の磯会に恵まれた.主人の国際会議への

同行という形の為,コースの選択に多少制約があ

ったが,ヨーロッパ内はすべて列車で移動 (夜行

を含む)し,もっぱら自分の足で歩き,現地の人

々と接することができた.地理学的な旅とはいえ

なかったが,団体旅行にない私たちなりの旅の楽

しさを充分味わうことができたと思う.宿泊地は

パリ→ボル ドー-アルル→ナポリ･ローマ→ピサ

○フィレンツェ一十ローザンヌ･ルツェルソ･ベル

ン→カールスルー- ･フランクフル トだったが,

今回は観光旅行では訪れる機会が少ないと思われ

るボル ドー周辺を中心に少し報告させていただい
た.

パリのオーステルリッツ駅から特急列車に乗 り

こむと4日間歩き回ったパリの街はあっという間

武 田 む つ み

にすぎ,広々とした田園風景が続く.麦畑,飼料

畑,ひまわ り畑等々,視界に山の姿はなく,やは

りヨーロッパは大陸だとつくづく感じさせられる.

ツールでロワール川を過ぎるといよいよ南フラン

ス.ポワチエを通 り,約 4時間後,ガロンヌ州の

鉄橋を渡 りボル ドー駅-到着.郊外のボル ドー大

学-落ち着いた.市街は18世紀風の建築が並び,

ガロンヌ川に臨む一角はローマ時代からの旧市街

になっている.

ボル ドーは南はピレネー山脈,東は中央高地に

囲まれたアキテ-ヌ盆地の中心都市である.この

盆地は地中海と通じていたビスケ-湾の南東端が

第三紀の経過と共に陸化して'できた低地帯で,ジ

ロンド･ガロンヌ川流域からその右芹は石灰岩の

丘陵地帯で東-むかって高度を増している.一方,

左岸はピレネーより供給された物質からなる複合
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